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B　基本的な調査工程
排水方法
　調査区は海岸段丘上であり、東側から南側にかけては堀が整備されていて北側から西側にかけては下り
の急斜面になっている。しかも、堀の北端から西端にかけて奉行所を取り囲むように排水溝が整備されて
いるため、発掘に伴う遺構に溜まる水を電動ポンプで汲み、堀及び排水溝に流す方法を用いた。
盛土・包含層削平
　高台地区は、平成5年に相川中学校が移転するまでその大部分がグラウンドとして使用されていた。土
質が石混じりの硬い層であるため、ジョレン類・スコップ・移植こてなどはほとんど役に立たず、けん鍬
つるはしでの作業となった。そのため、バックフォーによる掘削も行なった。また、出土遺物の多少に応
じたり、遺構の有無に応じて、包含層掘削をバックフォーによって行なった箇所もある。ただし、バック
フォーによる包含層の掘削中に、多くの遺物が出土したり、遺構と考えられる覆土などが検出された場合
はその場の包含層を残し、人力による掘削に切り替えた。
層序確認
　調査区の面積が広いため、高台地区では東西に3本南北に4本のセクションベルトを、寄勝場地区では
は東西に3本のセクションベルトをそれぞれ残し、必要に応じ1／20縮尺で実測した。また排水溝や池の
壁面なども土層観察に利用した。また排水溝や池の壁面なども土層観察に利用した。
遺構精査・発掘
　包含層掘削が終了したのち、一本爪手鍬・角ヒツ片手三本鍬・移植こてを用いて遺構の平面的な広がり
を確認するための作業を行なった。
　遺構発掘は、半載したのちに土層観察・写真撮影・土層断面実測等をおこなったのち完掘した。ただし
明確な柱痕や柱根のないピットについては、野帳などに覆土の状況のメモを行い、完掘したものもある。
遺構実測
　井戸・石組・石垣・溝等は縮尺1／20・1／10で土層断面図及び断面図を調査員が作成した。遺構平面図
についても、個々のものは1／30・1／40で調査員が作成した。そのうえに、業者に委託して縮尺1／40の航
空測量を行なった。
堀り残し確認調査
　本発掘は安政の絵図面にもとずく遺構確認を大前提として行なわれているもので、各地区の調査が終了
したのち、遺構のあまり確認できなかった地区や、絵図面と大きな違いのある地区については、掘り進め
て遺構を確認し、発掘・写真撮影・実測等を行い記録に加えた。
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第2節　層序
　佐渡奉行所跡遺跡は海岸段丘上の西端に張り出す舌状台地で、調査区は南北幅約200m、東西幅約75m
標高44～45mを測る。遺跡の現状はグラウンドと校舎跡地である。現地形はグラウンド面が一段高くほ
ぼ平らである。校舎跡地はグラウンド面より約3m低くほぼ平らである。グラウンド面の旧地形は、東か
ら西にむかって緩やかに低くなっていた。校舎跡地の旧地形はやはりグラウンド面より一段低く、北へ向
かって緩やかな傾斜になっていた。調査区内の層序は、江戸期における暴風雨及び度重なる火災による増
築改築・新築の際の改変が行なわれているため複雑である。特に火災は全焼が少なく、一部焼失のものが
多いことや、『佐渡国略記』に「清掃による不必要なものは前の地獄谷に捨てた」と記載が見られるよう
に火災後の清掃が行き届いていることが、焼土層による時代の決定をより困難な状況にしている。
　明治・大正・昭和期における、グラウンド・校舎建設の際の改変等で、場所によって土色、堆積する土
層には著しい違いがあり一層ごとの対応関係は明確ではない。周辺部においても土塁・掘りの造成によっ
て改変されている。
第4図　基本層序観察位置図
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整理の都合上、1～4の各ベルトの線上ごとに区分して、それぞれ各層ごとに概要を述べる。
1①～⑤
　1層：表土
　H層：灰黒色砂質土（砂利を含む）
　皿層：灰色黒色砂質土（砂利を含む・しまりあり）
IV層：黄褐色砂質土（礫を含む）
　V層：黄灰白色砂質土（しまりあり）
　VI層：黒色砂質土（砂利・赤土を含む）
　W層：赤褐色粘質土（砂・黒土を含む）
　珊層：かわいた灰黒色粘質土
A層：黒色砂質土（砂利を多く含む〉　　　　　　　　　　第5図　土層柱状図（①～⑨）
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2⑥～⑨
　1層：表土
　n層：灰黒色砂質土
　IH層：かわいた黒色粘質土（玉砂利・礫を多く含む）
　IV層：黄灰白色砂質土（しまりあり）
　V層：かわいた灰黒色粘質土
　VI層：黄暗黒色粘質土
W層：黒色粘質土（礫を含む）
　W層：黒色粘質土（炭を多く含む）
　IX層：黄暗褐色粘質土
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3⑩～⑬
　1層：表土
　H層：黄褐色砂質土
　m層：暗黄灰色砂質土
　IV層：茶暗黒色砂質土（砂利を含む）
　V層：黄灰色砂質土
VI層：暗灰色砂質土（炭・砂利を含む）
W層：かわいた茶暗黒色粘質土（炭を含む）
皿層：かわいた黄暗黒色粘質土
　IX層：黒色粘質土（炭を含む）
　X層：灰黒色砂質土
XI層：黄灰色砂質土
孤層：赤褐色砂質土　　　　　　　　445。m
皿層：かわいた灰黒色粘質土
獅層：黄暗褐色粘質土
B層：赤褐色砂質土
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のC層：黄白暗色砂質土　　　　　　　一一
　　　　（砂利を含む）
D層：黒色砂質土
　　　　（炭・玉砂利を含む）
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第6図　土層柱状図（⑩～⑲）
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4⑭～⑲
　1層：表土
　n層1茶暗褐色砂質土
　皿層：暗黒色砂質土
IV層：赤褐色砂質土（しまりあり・大きな礫を含む）
　V層：黄褐色粘質土
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5⑳～⑳（寄勝場地区）　　　　　　　　第7図　土層柱状図
1層：表土
H層：黄褐色砂質土
皿層：暗黄灰色砂質土
W層：かわいた茶暗黒色粘質土（炭を含む）
（⑳～⑳）
6⑳～⑳
　1層：表土（燈色粘質土・砕石混じり）
　H層：暗褐色と黄褐色砂質土の混じり（小石を含む）
　皿層：暗褐色砂質土（小石混じり）
　IV層：黄褐色粘質土（小石混じり・大きな石も有り）
　W層：灰白色粘質土
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珊層：褐色砂質土
IX層　灰色土（焼炭多く含む）
7⑳～⑳
　1層：表土（燈色粘質土・砕石混じり）
　H層：暗褐色と黄褐色砂質土の混じり（小石を含む）
　皿層：暗褐色砂質土（小石混じり）
　W層：灰白色粘質土
　X層：明褐色粘質土
姐層：明黄色土と明褐色土の混合粘質土
4150m
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炭の層
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炭の層
4150m
　29
4扁
28
炭の層
27
炭の層
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第3節　遺跡の概観
　高台地区は安政期以前の大御門柱穴・水路・水溜・穴蔵・池などが確認できた。安政期のものとしては
土蔵・武器庫・中庭・石畳・水路・井戸などが確認できた。明治以後のものでは近代武器庫・明治の池等
が確認できた。新旧切りあっている遺構もあれば、同じ場所にレベルの違いで重なりあっている遺構もあ
ったりと、複雑で確認に時間がかかった。役宅跡地からは塀柱穴列のみの検出で、ほとんど遺構らしきも
のが見られなかった。グラウンド造成にともなう削平で壊されたものと考えられる。御金蔵跡からは柵
列・礎石・柱穴・井戸・水溜などの検出が見られた。
　高台地区にあって特に注目すべき遺構として、南西に位置する製錬遺構地区と御金蔵と役所の間に位置
する鉛土坑地区については、絵図面にも出てこない特別地区として考えた。
　寄勝場地区は高台地区より約3m低く、宝暦9（1759）年以降に金銀製錬の工場群の一部が建っていた
ところで、水路・舩・井戸等の遺構の確認と多数の拍石・石磨の出土が見られた。
第IV章　地区と遺構・遺物
第1節　高台（役所・御金蔵・陣屋・広間役宅）
（1）遺構
穴蔵（第8図・第10図）
　E9－25・E10－5・F9－21・F10－1グリッドに位置し、南北に約3m、東西に約3．60m、深さ
1．62mを測る穴蔵を検出した。周囲は間知石の谷積で、平均30～40　cmの安山岩を多用している。底に40
cm大の丸石を置き、その上にオウビキを90　cmごとに並べ、上にタルキを90　cm間隔で逆方向に敷き、最上
部に床板を張っている。床から石垣の天端まで1．10mを測る。下へ降りる為の階段が見つからないことか
ら、梯子等を利用していたものと思われる。天端のレベルは44501mである。
A 第8図　穴蔵土層セクション図　　B
　　　　　　　　　　　　　　　　43．891m
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1　黄暗褐色乾いた粘質土　　　　　　　5　黒色スミ混り粘質土
2　黒色しまった砂質土（玉砂利を含む）　5’明黒色粘質土（しまりナシ）
2’玉砂利層　　　　　　　　　　　　　6　灰黒色粘質土
3　赤褐色乾いた粘質土　　　　　　　　　　　（しまりナシ・玉砂利を多く含む）
4　茶黒色乾いた粘質土　　　　　　　　7　黒色粘質土
　　　　　　　　　　　　　（しまりナシ・玉砂利を多く含む）
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